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行政等への技術支援実績 — 供用中の橋の安全性に関わる相談が大半を占める

アメリカやカナダでは、ある日突然橋が崩落し、犠

牲者を出すという事態がすでに発生しています。橋

を守るためには、人の病気と同じように、症例と検

査技術、治療の試みとその結果をできるだけ蓄積し、

分析することが重要であり、今、まさに取り組みが

始まったところです。

しかし、高度な技術案件については、個々の行政機

関がそれぞれに知見を蓄積することに限界がありま

す。また、それぞれの行政機関が技術開発や基準の

整備を行うことは、効率的でなく、新たな事態への

対処が遅くなります。そこで、各行政機関の情報を

集約し、そして問題への対処を支援するための組織

としてCAESARが中央に整備されています。
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供用中の橋に関
する相談依頼

ＡＳＲによる損傷

地震による落橋

パイルベントの腐食・断面欠損

鋼床版で発見された亀裂

コンクリート橋における
ＰＣ鋼線の破断

亀裂

全国の管理者別の橋梁数（15m以上）
平成22年4月1日現在

３

高速自動車国道
約6,900橋

4% 直轄国道
約12,400橋

8%

補助国道
約13,300橋

8%

都道府県道
約34,000橋

22%

全橋梁
約157,400橋

市町村道
約90,800橋

58% 県管理
4.7万橋

※H22，23年度は、このほか東日本大震災関連で
TEC-FORCE派遣、検討委員会に参画し対応
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